
実践のまとめ（第４学年 外国語活動) 

 三条市立栄中央小学校 教諭 名古屋 康秀 

１ 研究テーマ 

  「話すこと（やり取り）」の力を高める言語活動の工夫 

  〜バングラデシュの子どもたちとのオンライン交流をめざして〜 

 

２ 研究テーマについて 

 (1) テーマ設定の意図 

小学校学習指導要領の外国語において話すこと(やり取り)の目標には「自分や相手のこと及び身の回りの

物に関する事柄について簡単な語句や基本的な表現を用いてその場で質問したり質問に答えたりして、伝え

合うことができるようにする」とある。目標を達成するために外国語を用いてコミュニケーションを行う目的

や場面、状況を設定する上でＩＣＴ機器やネットワークのもつ可能性が期待できる。小林ら(2021)は外国との

ビデオ通話の取り組みがどのように参加児童のスピーキング力とコミュニケーションをしようとする意思に

影響を与えるかについて実践を行い、児童の質問作成能力が向上することを明らかにした。疑問詞の使用も増

え、質問する際に児童たちにとってお互いに関連性のある内容を質問する傾向が観察された。英語で聞くこと

や話すことへの興味や意欲が高まり英語学習への肯定的影響が期待できることがわかった。 

本校の子どもたちは昨年度から、総合的な学習の時間を通して、バングラデシュの学校支援に取り組んでい

る。昨年度は学校・家庭・地域に呼びかけアルミ缶を収集して換金し、寄付をした。年度末にはバングラデシ

ュの子どもたちとのオンライン交流に挑戦した。外国語活動でＡＬＴから表現を学び練習をしたが、自分の思

いをうまく伝えられず、会話を続けることができなかった。対話を続ける即興性を身に付ける手段や疑問文を

導き出すことができるよう様々なシミュレーションを設定し、やり取りを続ける手立てを講ずる必要性を感

じた。筆者は昨年に続いて持ち上がり、事前アンケートで「英語で話すことに対する自信がある」の質問に対

して肯定的に答えた児童の割合は20.6％であったことから、子どもたちへの話すことに対する抵抗感は高い。 

筆者は小林ら(2021)の実践を参考にオンラインでのやり取りの場面を設定し、子どもたちが既習と新出の

英語表現をできるだけ多く活用し、自分の思いや考えを伝え、学びを積み重ねられる方法を模索したいと考え

た。また、相手が想定外の反応をしてきても、その場で考え、即興でやり取りを続けるコミュニケーション能

力を身に付け、やり取りを楽しんで英語で話すことに自信をもってほしい。本授業では、相手が想定外の反応

をしてきた場面を想定し、対応方法について考えることを通して即興でやり取りする力を高めたい。 

 

(2) 研究テーマに迫るために 

  ① 生きた場面を重視した単元の構想 

  ３年生から学んだ英語を少しずつあいさつに加えて、毎時間の導入時に行なっている。（Hello. How 

are you? Do you like～? What ～ do you like? I like～.）これらの自己紹介の幅を広げるために、

Unit４を学習後に Unit７、８、９を学習し、自己紹介の表現を増やしていく。各単元の中では様々な

シミュレーションを想定した課題を提示し、やり取りを続ける力を育成する。 

  具体的には、単元ごとに本番に起こりうる場面をあらかじめ設定する。「伝えたことが理解してもら

えない、相手の言っていることが理解できない、答え方がわからない」など子どもたちが戸惑う場面

を意図的に作り、そういう場合の対応策について子どもたちと考え、作り上げていく。また計画的に

他校との交流を通して、本番に近い環境でコミュニケーションを図ったり、学級活動や国語の時間を

使って、コミュニケーションを円滑に行う方法を考え、日常的に他学年と交流し会話をしたりする機

会を設ける。 

  ② 子ども一人一人の思いや考えを表現するための支援 

  ＩＣＴを活用して単元ごとに新出表現を使って自分が伝えたいことや質問したい内容をワークシー



トに書くなどして学びを蓄積し、いつでも自分の思いや考えを表現できるようにする。 

     

  (3) 研究テーマに関わる評価 

    本実践の効果を探るために次のような方法を用いて評価する。 

①  事前、事後のアンケート調査を実施し、子どもたちの外国語活動や「話すこと(やり取り)」に対する

意欲や自信、抵抗感などに関する意識の変化を測定する。また抽出児童を選出し、単元ごとに振り返り

やアンケート結果から変容を読み取る。 

② 実践後にテストを行い、学習内容の習得方法を分析する。 

  ＡＬＴや友達、他校とオンラインでの交流を記録し、既習単元の表現をいくつ使うことができたか、

会話を続けるための戦略を活かしていたかを分析する。 

 

３ 単元と指導計画 

 (1) 単元名 

   「バングラデシュの子どもたちとオンライン交流しよう」 

Unit７ What do you want?  

Unit８ This is my favorite place.  

Unit９ This is my day.      （Let’s Try２ 東京書籍） 

 (2) 単元の目標 

     ・自分や学校、地域のことについて、学習した表現を理解し、自分の考えや気持ちをまとめて伝えたり、 

応答したりして話す(やり取り)技能を身に付けている。(知識・技能) 

   ・これまで学習してきたことを活用して自分や学校、地域のことについて考えや気持ちを伝え合い、様々 

なシミュレーションを考え、即興的に会話を続けることができる。(思考・判断・表現) 

   ・これまで学習してきたことを活用して自分や学校、地域のことについて考えや気持ちを伝え合い、様々 

なシミュレーションを考え、即興的に会話を続けようとしている。(主体的に学習に取り組む態度) 

 (3) 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
欲しいものを尋ねる表現(What do you want? I want
～.)、自分のお気に入りの場所について伝える表現
(This is～. This is my favorite place.)、日課を
表す表現(I wake up (at ６).I have breakfast (at 
７). I go to school. I go home. など)について理
解している。 
〈技能〉 
欲しいものを尋ねる表現、自分のお気に入りの場所
について伝える表現、日課を表す表現を用いて考え
や気持ちなどを伝え合う技能を身に付けている。 

バングラデシュの
子どもたちのこと
を理解したり自分
のことを伝えたり
するために、自分
や相手のことにつ
いて、簡単な語句
や基本的な表現を
用いて、考えや気
持ちなどを伝え合
っている。 

バングラデシュの子ど
もたちのことを理解し
たり自分のことを伝え
たりするために、自分や
相手のことについて、簡
単な語句や基本的な表
現を用いて、考えや気持
ちなどを伝え合おうと
している。 

 

 

 (4) 単元の指導計画と評価計画(全 20時間、本時 16／20時間) 国語・学活６時間含む 

次(時) 学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 
１次
Unit７
(５) 

・欲しいものを尋ねたり要求したりす
る表現に慣れ親しむ。  

・買い物ごっこを通して、相手にほし
いものを聞いたり、自分がほしいも
のを伝えたりする。  

◎ほしいものを友達に
紹介しよう。 

◎バングラデシュの子
どもたちを想定し
て、シミュレーショ
ンしよう。 

本次では記録を残す評
価は行わないが目標に
向けて指導を行う。児
童の学習状況を記録に
残さない活動や時間に
おいて教師が児童の学
習状況を確認する。 



２次 
Unit８
(８) 
 
 
 
 
 
 
 

・世界と日本の学校生活の共通点や相
違点を通して、多様な考え方がある
ことに気付くとともに、教科名や教
室名の言い方や道案内の仕方に慣れ
親しむ。 

・相手に配慮しながら、自分が気に入
っている場所について伝え合おうと
する。  

◎自分のお気に入りの
場所を友達に紹介し
よう。 

◎自己紹介や自分の欲
しいもの、お気に入
りの場所を他校の友
達にも紹介しよう。 

◎バングラデシュの子
どもたちを想定し
て、シミュレーショ
ンしよう。 

知識・技能 
自分のお気に入りの場
所 に つ い て 、 My 
favorite place is～.
を用いて尋ねたり答え
たりしている。また Why
を使って相手に質問す
る。 
思考・判断・表現 
相手に伝わるように工
夫したり、２往復以上
のやり取りを続けたり
して、考えや思いを伝
え合っている。 
【振り返り・行動観察・
ビデオ分析】 

国語・
学活 
(６) 

・スピーチなどで、自分が感じたことが
聞き手に伝わるように、言葉の抑揚や
強弱、間の取り方などを工夫して話す
ことができる。  

 

３次 
Unit９
(５) 

・日本語と英語の音声やリズムなどの
違いに気付き、日課を表す表現に慣
れ親しむ。 

◎自分の日課を友達に
紹介しよう。 

◎バングラデシュの子
どもたちを想定し
て、シミュレーショ
ンしよう。 

知識・技能 
自分の日課について I 
wake up～. I have～. 
I come to school/go 
home at～.を使って
説明している。 
【振り返り・行動観察・
ビデオ分析】 

４次
(１) 

・バングラデシュの子どもたちと英語
でオンライン交流する。 

◎バングラデシュの子
どもたちに英語で自
己紹介をしよう。 

 

４ 単元と児童 

 (1) 単元について 

本単元では自分が気に入っている場所を理由とともに紹介する活動を設定する。お気に入りの場所を伝

えることに加えて会話を続けるという言語活動を通して、やり取りする力を高める。 

 (2) 児童について 

子どもたちは、一往復だけの会話の不自然さや物足りなさを感じていて、会話を続けるには「質問・問い

返し」が大切であることに気が付いた。日本語であれば会話を続けることができるが、英語となると会話が

止まってしまい、ジャスチャーなどを使ってなんとか伝えようという姿勢はあまり見られない。日本語であ

ればすぐに言葉が出てくるので、英語でどのように表現をしたらよいかを考え、実際に考えた表現をＡＬＴ

に試して、通じるかを確かめ、教えてもらいながら授業を行ってきた。この単元を通してＩＣＴなどを使っ

て自分のお気に入りの場所を説明できる姿、聞いた子どもたちは、Why?を使って理由を尋ね、２往復以上の

やり取りを続けようとする姿をめざす。 

 

５ 本時の展開(令和５年 10月 31日実施) 

 (1) ねらい 

   自分が気に入っている場所について伝え合う活動を通して、相手の反応に応じて、即興でやり取りを続け

る方法を考える。 

 (2) 展開の構想 

 This is my favorite place.の表現を使って、お互いのお気に入りの学校の場所について伝え合う。 

ゲストティーチャー(バングラデシュ出身)からの映像を見せ、思わぬ反応があった場合を想定してどの

ように会話を続けるかを考える。My favorite place is the library.と言った時、相手が図書館を知らず

What is it ?という追加質問を受ける場合、どのように答えたらよいかを考えることを課題に設定し、授

業を展開していく。 



 (3) 展開 

時 

間 

学習活動 教師の働きかけ 

予想される児童の反応 

□評価○支援♢留意点 

５ 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

５ 

 

①既習表現の復習 

  Why?と相手から理由を聞かれたらどう

したらよいかを考える。 

・I like～.を使って説明する。 

 

②GT(ゲストティーチャー)からの映像を

見る。 

GTから「学校に〇〇室がないから、わか

らないかもしれない」と伝えてもらう。 

◎「言葉の意味が分からない」と伝え

られたら、どのようにして会話を続け

たらよいだろう。 

・ジェスチャーや写真を提示して場所の

目的を英語で説明する。 

 

③担任を相手にどのように答えるのかを

練習し、いくつかのペアや個人で発表す

る。 

④ペアか個人で挑戦するか選んで、動画を

見た後、自分の反応を撮影する。 

⑤振り返りをする。  

 

 

 

 

 

・日本語だったらどのよ

うに対応するのかを考

えるよう促す。 

 

 

 

・意見があまり出なかっ

た場合グループで考え、

発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
□相手に伝わるように
工夫して考えや思い
を伝えている。 

□既習表現を使って、

相手に気持ちを伝え

ている。 

□英語以外にも思いを

伝える方法(ジェス

チャーや写真・絵等)

があることを知る。 

 (4) 評価 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう人間性 

自分のお気に入りの場所につ

いて、My favorite place is～.

を用いて尋ねたり答えたりして

いる。また、相手の反応に応じて

やり取りを続ける方法を身に付

ける。 

相手に伝わるように工夫し

たり、２往復以上のやり取りを

続けたりして、考えや思いを伝

え合っている。 

相手に伝わるように工夫した 

り、２往復以上のやり取りを続 

けたりして、考えや思いを伝え 

合おうとしている。 

評価方法：振り返りシート・行動観察・ビデオ分析 

 

６ 実践を振り返って 

 (1) 指導の実際 

① １次では、買い物ごっこを通して自分がほしいものを伝えたり、相手がほしいものを聞いたりする

表現に慣れ親しんだ。グループでお店を考え、商品をスライドで作成し、ウェブ上でやり取りするか

たちでお店ごっこを展開した。子どもたちは積極的に活動に取り組んだが、I want～.という表現を使

わずに商品を指さしたり、日本語で「何売っているの？」という言葉が聞こえたりした。学習後毎回

のウォーミングアップで教師―児童でやり取りする時、What do you want for Christmas?と聞くと単

語で答えることができた。 

② ２次では、My favorite place is ～を使って学校でのお気に入りの場所を紹介する活動を行った。



相手からWhy? What’s～? と問い返しがくるという設定で取り組んだ。導入時、いきなり Why?と聞か

れて子どもたちは戸惑い、なにも反応できなかった。そこで「日本語であればどう答える？」と聞く

と、例えば図書館であれば「本が読める。落ち着いているから」と答えが出てきた。「それを英語でど

のように答えたらよいだろう？」と問うと、bookとかcool downなどの単語が出てきた。さらに、ジ

ェスチャーやタブレットによる翻訳機能を活用することなど子どもたちなりのアイディアが出てきた。

覚えた英語に加えて、予期せぬ反応があったときの対応を考え、実際に使ってみるという試行錯誤を

していた。本時では参観した先生方にも試してみる姿が見られた。 

③ ３次・４次の実践はまだしていない(Ｒ５.12月現在) が、３次の導入として近隣の小学校同学年と

オンラインを通して実際に英語でのやり取りを試みる予定である。子どもたちは学習した表現を使っ

て自己紹介をしていた。スライドに用意した自分の好みやお気に入りの場所について話をした。子ど

もたちは初対面の相手に自分の思いが伝わる充実感と聞けた喜びを感じることができた。「英語でやり

取りすることへの自信がもてるようになった」に肯定的に答えた児童の割合は84.4％に上がった。 

 

 (2) 研究テーマについて 

   自己紹介の幅を広げるために単元を入れ替えたことで自己表現をアウトプットする機会を多く確保する

ことができた。外国語活動だからこそ可能であり有効であると考える。また、ワークシートに自分の思いや

伝えたいことをメモできるよう工夫をしたが、英語で書き込むのは難しいのでメモやイラストが書けるよう

な工夫が必要である。そこで、相手の反応を想定して「Why?」と聞かれたらスライドを見せて説明できるよ

うスライドを活用して自己紹介の表現を積み重ねる工夫を行った。 

様々なシチュエーションを想定し、子どもたちと一緒に対応策を作り上げていくことができた。具体的

には、最終目標であるバングラデシュの子どもたちとの交流前に、近隣の小中学生とオンライン交流を企

画した。初対面に近いので自分たちのこれまでの成果を試すことができた。こうした経験を積み重ねてい

くことがやり取りする力を向上させる大きな手立てになると期待している。また、学級活動や国語の時間

を使って他学年と交流し会話をする単元構成をしたことにより、子どもたちは外国語活動で What do you 

want? What sport do you like? 等を使って３年生に積極的に質問する姿が見られた。子どもたちは心理

面でも人とコミュニケーションする楽しさに気付くことができた。 

 

 (3) 今後の課題 

   本実践は、子どもたちが相手意識をもってやり取りを続けられる力を育むために、シミュレーションの場

面を設定し、普段あまり顔を合わさず、初対面に近い状況で日本語にたよらないような場面を作った。その

結果、ジェスチャーや知っている単語を使ったり、翻訳機能を活用したりする姿が見られた。最終的には「英

語でもっと話したい。もっと英語を学びたい。」という英語学習への意欲を高めたい。これまでの「英語を

聞いて、練習して発表する」というインプットからアウトプットの単元構成を変え、「まず英語を使ってみ

て、失敗から学び、新たな表現方法を模索し、また試してみる」アウトプットから始まり、インプットし、

またアウトプットするという学習過程が有効であると実感した。オンライン交流や他校交流などの必然性を

もたせた目的、生きた場面や状況の設定をどれだけできるかが肝要である。 

子どもたちが進んでやり取りする力を高め、将来、実際に外国の方とやり取りをして、世界に通用する国

際人となることを願っている。 
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